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希っています｡ これは連立 した積分方程式 を解かかすれば允ら貴いので非常に
面倒ですが,反強磁性体の lI]agnOn band_の上下の外側に boun且 state
の存在が確認されつつあbますQ
その他 start Lかかっている仕事がい くつかあ りますが,結果の予想をど
をえ らそ うにい うと,大てい失敗するので,それ らにはふれ貴いことにします｡
先に番 きましたように目下研究者は石川君 と2人ですが,毎 日5時頃 tea
breakを50分位 とb,いろいろだべっていますO 話が物理に怒ると,この
breakが 1時間を越 して しま うことが よくあbます｡ 週に2日は都立大や田











子顕微鏡 (JEM150)を顧便 し,真空蒸着法に よる結晶成長の初期段階の
観察を行 なっている｡蒸着装置は普通真空 (10~5- 10T6Torr)用の もの と
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超高真空 (10~10- 10~11Torr)用のものが あb,蒸着条件の制御が出来
るo A木氏が開発 した electr′on beam flashingmethod.を用いて電顕内





時,それが下地の強.h影響を うけて成長 してい く模様をモアレ及 び格子像の観
察から追求 している｡ 当研究室では電顕に加熱傾斜装置及び低温装置を組込み
巾広い温度領域で観察が可能である｡ 最近液体- リウムを用いる低温装置を作




か ら結晶の璃転移の様子を追求 してい くもので,石Ef3氏 (現在NEC)が永晶
のa-β転移,NaNbOtSの相転移の研究を行覆いJ,フランスの Lalnbertらの
staticをモデルと適ってフォノンモー ドに一よる散乱 として散漫散乱を解釈 し
ているO 高木助教授指導の もとでは,助手の鈴木,大学院の磯前君が強誘電体
のⅩ線による研究を行をっている｡ Ⅹ線発生装置は高木 ミヱ子助教授,高木佐
知夫教授 (東大 ),長倉繁磨助教授 (東工大,金罵)の指導の下に島津製作所
が作成 したもので,従来の発生蕉置 よbも輝密が高 く,焦点が小さ析ので高分
解能の写真韓影が可能である｡ 鈴木はラングカメラを周いて亜硝酸ソ丁ダの舟
域構造 ,特に分域の観察をおこない,分城壁の構造を研究 している｡.磯前君は














います｡沢田教授が東大物性研から移って こられる前には,現在名大 ｡工 ･人
工結晶におられる高木 (豊)先生のグループの誘電体の研究が行夜わ丸ていま
･㍊ノた｡ 築者には沢田教授が着任 してか ら少 し経った頃か らのことし示わか bま
せ んが,昭和 57年当時か ら沢田教授が中心 と浸ってみつけた典型的夜秩序無
秩序型の禰転移をする強誘電体 NaN02の結晶育成,熱膨張,分極反転をどの
離 籍が盛んに行をわれていま したO -方,NaN92は これまで知 られていた強
誘電体の中で もっとも構造の簡単を物質で したが,沢田教授は もっと構造の簡
単を強誘電体をもみつけるべ く非常夜熱意をもっ.T指轟を していま したo その
勘 同 じく沢田教授 らによってみつけ られた強誘電体KNOぅおよ▲ぴそあ関連物








研究室が^的に現在の状態に浸ったのは野村先生が移 って後 ,昭和 4'5年秋
浜野助教授が衷茶大か らきてか らですp 浜野助教授は強誘電体におけ る分極 と
魔 子ひずみの関係を研究 してきずした｡ よb具体的には圧電泉∴奮壷を魂べる
ことですが,嫁 じめの頃は小林理研で現在電通大におられる丸竹先生あ下亨p
I ●.r
､zT磁 器の性能向上の研究を していましたが,のちに前にもあべま した強誘電
体 NaN02の圧電気の研究をしました｡ 浜野助教授はその研究で NaNO2め儀
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